
※カレンダーに記載している事業は、新型コロナウイルス感染防止のため、中止・延期する場合があります。
　母子事業について変更がある場合は、Webサイト「大きくなーれ.プラス」でお知らせします。

3月・6月・9月・12月は長与町議会定例会が開催されます

一般対象母子対象各種相談

■
保健行事
●

イベント

◆
保健行事
♥カレンダー

Calendar 
2023 5月～6月

日 月 火 水 木 金 土
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7 8 9 10 11 12 13 
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21 22 23 24 25 26 27 

28 29 30 31 6/1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

新型コロナワクチン 
集団接種（健康セン
ター）[p9]

新型コロナワクチン 
集団接種（町民体
育館）[p9]

マイナンバーカード
時間外延長～19時まで 
要予約[p33]

マイナンバーカード
臨時開庁[p33]

ノルディックウォーク
inながよ（特別
養護老人ホーム
かがやき　9：30）

●さくらんぼ
[p18]

♥

さくらんぼ
[p18]

♥

さくらんぼ
[p18]

♥

3歳児健診♥ 1歳9か月児健診♥

2か月児相談♥

さくらんぼ
[p18]

♥

お誕生相談♥ さくらクラブ
[p18]

♥

町民一斉清掃
［p26］

◆

離乳食教室
要予約

♥

3歳児健診♥ パパママ学級
要予約

♥

健康相談
（長与町役場
9：30～）
マタニティ
クッキング　
要予約

■

♥

ことばの相談
要予約
ながよみかん
カフェ（老人福
祉センター大ホ
ール　13：30～
15：30）

♥

●

健康相談（子育
て支援センター
おひさまひろば
10：00～）
なるほど介護学習会
（老人福祉センター
大ホール　13：30
～15：30）

♥

●

1歳9か月児健診
つくしんぼ
[p18]

♥
♥

モグモグ教室
フッ素塗布事業

♥
♥

人権相談・行政
困りごとなん
でも相談
3～4か月児健診

■

♥

浄水場見学［p4］
ノルディックウ
ォークinながよ
（特別養護老人
ホームかがやき
9：30）

◆
●

モグモグ教室
フッ素塗布事業

♥
♥

育児相談
（長与児童館）
こっこクラブ[p18]
ノルディックウォーク
inながよ（特別
養護老人ホーム
かがやき　9：30）

♥

♥
●

水道週間イベント
（役場玄関前
10：00～16：00）

「人権擁護委員の日」
特設相談所
健康相談（イオンタ
ウン長与　9：30～）
ぴよぴよくらぶ[p18]

◆

■

■

♥

マイナンバーカード
時間外延長～19時まで
要予約[p33]

新型コロナワクチン 
集団接種（健康セン
ター）[p9]
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健康テラ健康テラスス
機能性ディスペプシア 小川クリニック

小川　吾一 先生

　機能性ディスペプシアと言われても何のことか
分からない人がほとんどだと思います。機能性と
いう言葉は抽象的だし、ディスペプシアは英語で、
ますます分からないですね。単語が長いので以下
英語読みでFD(functional dyspepsia)と略しま
す。
　FDとは簡単に言うと、胃が痛い・胃がもたれる
などの症状があるにもかかわらず、胃カメラなどで
検査をしてもその原因が見つからず、かつこれら
の症状が慢性的に持続する病気のことです。昔は
神経性胃炎・胃痙攣などと呼ばれていたものです。
その他の症状としては胃の不快感・膨満感・げっ

ぷ・食欲不振・嘔気などがあります。先ほど胃カメ
ラなどで原因が見つからないと言いましたが、実
は目に見える所見が見つからないだけで、その病
因として胃の運動機能・胃粘膜の知覚過敏・胃酸・
睡眠不足・心理的社会的ストレスなどが関係して
いると言われています。
　このようにFDはまだまだ得体の知れないつか
みどころのない病気ですが、暴飲暴食を控え、十分
に睡眠をとり、ストレスを避けるような生活を心が
けることで予防できる病気です。
　もし、FDが気になる方や心当たりのある方は悩
まずに気軽に医療機関を受診してください。

GO介　　 の部屋
かい

ご

～地域包括ケアシステムって何？～
　「地域包括ケアシステム」は、住み慣れた地域でいつ
までも安心して暮らし続けられるように「医療」「介
護」「介護予防」「生活支援」「住まい」が包括的・一体的
に提供される体制のことです。

　この「地域包括ケアシステム」が必要とされる背景
には、日本の「高齢化」と「人口減少」があります。年齢
を重ねるごとに介護が必要な方は増えていきますが、
支える側の年齢人口は減り続けていくことが見込ま
れており、ヘルパーなどの介護人材の確保は今後ます
ます難しくなってくると言われています。さらに、高
齢者の一人暮らしの方や高齢者のみの世帯、認知症の
方も増加することが予測されています。そのため、医
療・介護などの専門職から、地域の住民一人ひとりの
様々な人たちが力を合わせ、高齢者を支えるしくみが
必要になってきます。
　また、地域包括ケアシステムは、「植木鉢」に例えら
れた構成図が国から一般的に示されています。

　「医療」や「介護」といった専門職が提供するサービ
スは「葉」として表されていますが、まずは生活の基盤
である「すまいとすまい方」が「鉢」のようにしっかり
としている必要があります。さらに植木鉢に満たされ
る養分を含んだ「土」に例えられる、一人ひとりの「介
護予防」や、介護保険制度以外の民間サービスなどや
近隣住民による支えあいまでを含む幅広い「生活支
援」の充実が必要です。また「皿」で表されているよう
に、すべての基礎として一人ひとり自らが選択し、そ
の家族も踏まえて心構えを持って生活をすることが
求められます。
　町では長崎県地域包括ケアシステム評価シートを
活用して、毎年「地域包括ケアシステム」の構築におい
て自己評価をしています。令和３年度の状況において
は40点中32点で「概ね構築」となっていますが、これ
からもいろいろな取組みを進めていきたいと思って
います。ぜひ、皆さんも一緒に、住み慣れた地域でいつ
までも安心して暮らし続けられるような「地域包括ケ
アシステム」を作っていきましょう！！

出典：三菱UFJリサーチ＆コンサル
ティング「〈地域包括ケア研究会〉地
域包括ケアシステムと地域マネジ
メント」（地域包括ケアシステム構
築に向けた制度及びサービスのあ
り方に関する研究事業）、平成27年
厚生労働省老人保健健康増進等事
業、2016年
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